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第１章 安全で快適なまちづくり 
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第１節 治水・防災対策  

１－１ 治水対策  
《前期の取り組みと成果》 
     治水対策については、国によって施工されている犀川遊水地 ※

事業のうち、犀川統合排水機場が完成しました。また、県によ

る新堀川の放水路の整備が完了し、市においても野白新田地区

において都市下水路の整備が行われ、市南部地域における水害

に対する安全度がよりいっそう向上しました。  

     また、潤いのある河川づくりとして、糸貫川や中川の堤防道

路を活用した遊歩道の整備を行い、水に親しみ、憩い、楽しめ

る空間の整備が進みました。  

  

《現状と課題》 
長良川、揖斐川、犀川、五六川等 16 本もの一級河川が流れ

る地 勢 条 件か ら 、本市 で は 古 くか ら 水害が 多 く 発 生し て おり、

水害への備えは、本市にとっての重要課題となっています。防

災面での対策としては、市内には水防倉庫 10 箇所、排水機 11

箇所、樋門 36 箇所が設置されているほか、現在も国による犀

川遊水地事業が進められています。  

しかしながら、県内有数の人口増加率を示す本市においては、

都 市 開 発 に よ る 地 形 の 変 化 や 保 水 機 能 の あ る 農 地 の 減 少 が 進

み、降雨時における水害の危険性が高まるものと予想されるた

め、危険箇所の把握や周知とあわせて、治水対策のさらなる充

実を進める必要があります。  

一方で、河川は地域に潤いをもたらしており、改修等によっ

て、河川が有する生態系を損ない、地域の愛着を失うことがな

いよう、環境との共生に十分配慮した取り組みを進める必要が

あります。  

 
《基本方針》 

 河川改修等の治水対策を進めるとともに、危険箇所の把握や

被害予測を的確に行い、これを役立てた行動を市民に呼びかけ

ていきます。また、治水対策にあわせて、生態系に配慮し、地

第１章 安全で快適なまちづくり 
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域に潤いをもたらす河川環境・親水空間づくりを進めます。  

 
［施策の構成］ 

 

 

 

 

 

 
《施策の展開》 

①治水対策の推進  
 本市が管理する 3 排水機場のうち、花塚排水機場改修整備工

事（着工中）及び別府排水機場改修に向けての詳細設計を行い、

老朽化した施設の更新を図り、水害に対する安全度を向上させ

ます。また、犀川、五六川、新堀川等の一級河川における改修

や排 水 機 の設 置 等を関 係 機 関 に要 望 してい き ま す 。あ わ せて、

堤 防 の 強 度 や 高 さ 不 足 が 危 惧 さ れ る 重 要 水 防 箇 所 等 で の 適 切

な水防活動を促進します。  

このほか、宅地化の進展に伴う遊水地の減少により、河川等

への流入量の変化を考慮しながら、中小河川や排水路の計画的

な改修を進めます。市街地内においても、雨水を速やかに排水

す る た め の 幹 線 排 水 路 及 び 補 助 幹 線 排 水 路 の 改 良 を 引 き 続 き

進めることで、大雨時の浸水被害に備えます。  

 

②危険箇所の把握と周知  
水 害 の 予防 と 被害 の軽 減 を 図る た め、 洪水 ハ ザ ード マ ップ ※

を活用し、輪中地帯としての特性を的確に反映した被害予測を

行うとともに、大雨・洪水時における市民の対応・行動を明確

化し、広く普及啓発を図ります。  

 
③潤いのある河川づくり 

河川の改修にあたっては、自然・生態系にできるだけ配慮し

た整備に努めるとともに、河川敷等を有効に活用した親水空間※

の確保や堤防道路を利用した遊歩道の設置により、河川の多い

＜治水対策＞ 
・・・治水対策の推進  
・・・危険箇所の把握と周知  
・・・潤いのある河川づくり 
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本市の特性を活かした環境整備を進めます。  

また、生活排水に関する市民の意識向上を図り、公共下水道

整備を推進するほか、下水道への接続や浄化槽の設置を促進し、

地域が主体となった河川美化運動の活性化を目指します。  

 
用語 解 説  

※ 遊 水 地 … … … … 洪 水 時 に 河 川 水 を 一 時 的 に 流 入 さ せ て 溜 め 込 む 施 設 。  
※ ハ ザ ー ド マ ッ プ … 災 害 予 測 図 。一 定 の 時 間 内 に 、あ る 地 域 に 災 害 を も た ら す 自 然 現 象 が 発 生 す る 確 率 を 図 に

し た も の 。  
※ 親 水 空 間 … … … 水 に 親 し む こ と の で き る 空 間 。  
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１－２ 消防・防災対策  
《前期の取り組みと成果》 
       常備消防の体制として、本市全域を岐阜市消防本部に事務委

託し、広域的な消防体制の一層の強化を図りました。また、分

署体制から一署一分署体制に整備したのに伴い、瑞穂消防署を

建設し、旧穂積分署の建物は、一部を防災倉庫として穂積庁舎

第 3 庁舎へ機能移転を図りました。 

また、コミュニティ FM 局 ※ による非常時の情報提供を目指

し、「シティエフエムぎふ」との非常時の放送に関する協定を結

び、平常時においては、本市の行政情報番組「もくようみずほ

785」 を 開 始 し ま した 。 今 後 にお い て も、 継 続 的 にリス ナ ーの

拡大 を 進め ます 。 さ らに 、地 震 ・洪 水 ハ ザー ドマ ップ ※ を 作 成

するとともに、全世帯に配布し、防災意識の醸成に努めました。  
市民の大切な財産である住宅については、昭和 56 年 5 月 31

日以前に着工された木造住宅の無料耐震診断、耐震補強工事に

対する補助を実施しています。また、対象となる木造住宅を訪

問し、耐震診断の普及活動を行い、地震に強いまちづくりを進

めています。このほか、木造住宅以外の建築物についても、耐

震診断や補強工事に対する補助を始めました。 

 
《現状と課題》 

 安全で快適な暮らしを確保するためには、あらゆる災害に強

いまちづくりが重要です。特に、本市は、岐阜県地震防災対策

連携強化地域や、法律に基づく地震防災対策推進地域に指定さ

れるなど、東海地震、東南海地震や関ケ原・養老断層の内陸地

震等において大きな被害を受けることが予想されており、重点

的な取り組みが求められます。   

また、全国で、近年発生した大地震や水害等は、地域防災や

危機管理の面で数多くの教訓を残しており、ハード面での対策

による災害の未然防止はもちろん、日頃からの備えや、速やか

な応急・復旧対策等、ソフト面の総合的な観点による取り組み

が必要です。   

本市の消防・防災体制については、常備消防としては平成 20

年 4 月に確立した岐阜市消防本部への委託体制を維持します。
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一方、非常備消防としては、220 名で構成する消防団が組織さ

れ、常備消防との密接な連携により、地域防災の一翼を担って

います。今後も、体制の充実を図るとともに、近隣市町や民間

を含めて連携を密にし、広域的あるいは大規模な火災、緊急事

態への対応強化に努めることが必要です。  

昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工された建築物は、耐震診断を

行い、倒壊の危険度が高いものには、耐震補強工事を行うこと

が大切です。また、地震時の緊急輸送路の確保が課題となって

います。  

 

［表 消防体制の状況］ (平 成 23 年 4 月 1 日 現 在 )

区分  瑞穂消防署  
瑞穂消防署  
巣南分署  

消防団  

人 員 (人 ) 56 16 219 

車

両

等  
(台 )

消防ポンプ車  1 1 6 
化学車兼タンク車 1 

消防タンク車  1 
水槽車  (10ｔ ) 1   

はしご車  (30m) 1   
救助工作車  1   

高規格救急車  1 1  
指揮車  1   
査察車  1   
連絡車  1   

資機材輸送車  1   
可搬積載車     10 
可搬ポンプ     17 

※消防 団 員 1 名 欠員

 

 また、災害時の迅速な対応、被害の拡大防止のためには、「地

域の安全は地域で守る」という理念に基づいた自主防災活動の

活性化が必要です。本市には、女性防火クラブ、自主防災組織

がありますが、今後も、市民の防災意識の高揚とあわせて組織

の育成を図り、行政と地域が一体となった防災対策を進める必

要があります。  
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《基本方針》 
関係機関との広域協力体制を整えながら、常備・非常備消防

体制や救急・救助体制の充実を図り、未然防止から救急救命ま

での 総 合 的な 対 策に努 め ま す 。ま た 、「地 域 の 安 全は地 域で守

る」という理念に基づき、地域ぐるみで災害に対応できる環境

づくりを積極的に進めます。 

 
［施策の構成］ 

 

 

 

 

 

 

 
 
《施策の展開》 

①防災環境の整備 

市街地等の人口が密集する地域においては、建築物の耐震化

を進めるほか、避難場所や避難経路、延焼防止空間としての機

能を有する道路や公園の確保を進めます。なお、道路に関して

は、被害が広範囲にわたるような災害に対応するため、県や近

隣市町、建設業協会との連携を図り、広域的な緊急輸送道路ネ

ットワークの構築を進めます。 

 また、非常時における防災活動や水道等のライフライン ※ 確

保対 策 と して 、 防災倉 庫 や 防 災資 機 材の充 実 を 図 ると と もに、

公共施設や小中学校等の避難場所における飲料水、食料品及び

生活用品の計画的な備蓄に努めます。 

さらに、庁舎施設は、防災拠点の中心となるため、その維持

管理及び改修については、防災拠点機能を保ちながら管理して

いきます。 

また、木造住宅の耐震補強についても、さらなる普及活動に

努めます。 

 

＜消防・防災対策＞ 
・・・防災環境の整備  
・・・消防防災体制の充実  
・・・救急・救助、応急体制の充実  
・・・地域ぐるみの防災体制づくり 
・・・防災情報の発信充実  
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②消防防災体制の充実 

常備消防の 1 署 1 分署体制の中で、岐阜市消防本部と連携し、

消 防 ポ ン プ 自 動 車 等 の 基 礎 的 消 防 力 の 充 実 と 人 員 の 効 率 的 な

配置を進めます。  

また、消防団員の教育訓練の強化や女性を含めた人材の確保

等に よ り 地域 に 密着し た 消 防 団組 織 の活性 化 を 図 ると と もに、

消防装備の強化や消 防水利の計 画 的 な 整 備 を 進 め てい き ま す 。 

 

③救急・救助、応急体制の充実 

 救急自動車や高度救急資機材等の配備充実と、救急救命士や

救助隊員の育成強化を図るなど、迅速かつ高度な救助・救命活

動ができる体制を構築します。 

また、大規模災害時には広域的かつ総合的な応援活動が不可

欠なことから、医師会を中心とした関係機関・団体との広域協

力体制の充実を図るとともに、市民に対し応急手当てや心肺機

能蘇生等、知識・技術の普及に努めます。  

 

④地域ぐるみの防災体制づくり 

初期段階からの迅速な対応を地域ぐるみで行えるよう、広報

紙による情報提供等を通じて防災知識の普及・啓発に努めると

ともに、自主防災組織の活動を支援し、地域の防災リーダーの

育成を図ります。   

また、高齢者、障がい者等の災害弱者対策として、平常時か

らの訪問調査や防火点検の実施に努めるとともに、地域の要援

護者マップの作成等、福祉分野との連携を密にした状況把握と

緊急時のネットワークづくりを進め、非常時に備えます。  

 

⑤防災情報の発信充実 

被害の未然防止や 小化、復旧の円滑化等の総合的な視点か

ら、地域防災計画の随時見直しを進めるとともに、これに基づ

く避難場所・避難経路や、ハザードマップ等の防災に関する情

報を広く市民に提供していきます。  

また、被災時における各種災害情報の収集・伝達を迅速かつ

正確に行うため、防災行政無線の高度化を進めるとともに、広
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域的な情報ネットワークの整備を図ります。 

 

用語 解 説  

※ コ ミ ュ ニ テ ィ FM 局 … 放 送 エ リ ア が 地 域 （ 市 町 村 単 位 ） に 限 定 さ れ て い る ロ ー カ ル FM ラ ジ オ 局 の こ と 。  
※ ハ ザ ー ド マ ッ プ … 8 ペ ー ジ を 参 照 。  
※ ラ イ フ ラ イ ン … 都 市 生 活 の 維 持 に 必 要 不 可 欠 な 、 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 ・ 通 信 ・ 輸 送 等 を い う 。  
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第１節 治水・防災対策 施策一覧  
 

主要事 業  事業内 容  
＜主導 課＞  

関連課  

総合治 水対 策事 業  

河川改 修事 業  
排水機 ・排 水路 の整 備  
都市下 水路 整備  
市街地 浸水 対策  

＜都市 開発 課＞

都市管 理課  

地域防 災計 画見 直し 事 業  
地域防 災計 画の 見直 し  
洪水、 地震 ハザ ード マ ップ ※ 整備  
各種関 連マ ニュ アル の 整備  

＜総務 課＞  
学校教 育課  

緊 急 輸 送 道 路 ネ ッ ト ワ ー

ク事業  
橋梁耐 震補 強整 備  
橋梁長 寿命 化に 伴う 点 検・整 備  

＜都市 管理 課＞

防災資 機材 の確 保  
防災倉 庫の 整備  
水防倉 庫の 改築 整備  
防災行 政無 線の 更新   

＜総務 課＞  

消防施 設整 備事 業  
消防車 両の 整備   
消防水 利の 整備  

＜総務 課＞  
上水道 課  

ラ イ フ ラ イ ン ※ の 確 保 、 飲

料水・ 食料 の計 画的 備 蓄  

ライフ ライ ンの 確保  
飲料水 ・食 料の 計画 的 備蓄  
生活用 品（ 毛布 ・衣 類 等）の 備蓄  

＜総務 課＞  
＜上水 道課 ＞  
都市管 理課  
学校教 育課  
福祉生 活課  

災害時 の応 援体 制の 整 備  災害応 援協 定の 拡大  ＜総務 課＞  

情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 事

業  

コミュ ニテ ィ FM 局 ※ による 非常 時の

情報提 供  
ホーム ペー ジに よる 情 報提供  

＜総務 課＞  
秘書広 報課  

建築物 耐震 化促 進事 業  
建築物 の耐 震診 断・耐 震補強 工事 の推

進  
＜都市 開発 課＞

 
用語 解 説  

※ ハ ザ ー ド マ ッ プ … 8 ペ ー ジ を 参 照 。  
※ ラ イ フ ラ イ ン … 13 ペ ー ジ を 参 照 。  
※ コ ミ ュ ニ テ ィ FM 局 … 13 ペ ー ジ を 参 照 。  
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第２節 交通安全・防犯  

２－１ 交通安全・防犯対策  
《前期の取り組みと成果》 

危険個所を重点に、カーブミラーやガードレールなどの交通

安全施設を施工し、交通危険箇所の改善に努めました。また、

主要通学路において、道路幅員が狭く、歩道と車道の分離が困

難な路線について、カラー舗装を施工し運転者に注意喚起を促

すことにより、学童の安全を確保しました。 

また、街路灯を設置することにより、市全体が明るく安全な

街を形成することとなり、交通事故防止や犯罪の抑制に繋がり

ました。 

 
《現状と課題》 

近年、人々を取り巻く交通環境のあり方は、自動車中心から

歩行者中心へと見直しが進んでいます。特に、高齢化が進むな

かで、バリアフリー ※ 等に基づいたすべ ての人が安心して利用

できる交通環境づくりが求められています。   

一方、本市は、交通事故件数県下ワースト 30 に入る危険箇

所が あ り 、若 年 層の市 民 に よ る事 故 も目立 っ て い るこ と から、

交通環境の整備のみならず、市民一人ひとりの交通安全意識の

高揚を促す必要があります。   

また、犯罪については、全国的に低年齢化、凶悪化の傾向に

あり、振り込め詐欺等のように多様化しています。このような

犯罪を防止するためには、警察等の抑止力だけでなく、行政や

地域社会全体での取り組みが必要とされます。現在、本市には、

北方警察署穂積交番と巣南交番があるほか、自主防犯組織もあ

り、家庭や学校、地域社会、関係機関等が連携して犯罪が発生

しにくい環境づくりを進める必要があります。   

一方、消費生活においても様々な問題が生じています。特に、

インターネット販売等の相手の顔が見えない取引形態でのトラ

ブルが増加しており、消費者の意識づくりとあわせて、被害の

予防と相談への適切な対応に努める必要があります。  

街路灯については、灯具の種類や設置箇所の検討によりラン

ニングコスト ※ の軽減を図る必要があります。 
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［表 交通事故発生件数と運転免許保有者数の推移］ 

区 分  平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年  平成 22 年

負 傷 者 数     (人 ) 571 631 543 549 498

人 身 事 故 発生 件 数 (件 ) 421 439 387 386 378

死 者 数      (人 ) 4 5 5 1 1

運 転 免 許 保有 者 数 (人 ) 32,654 33,256 33,829 34,158 34,454

 

《基本方針》 
 市 民 が 安 全 で 安 心 し て 暮 ら せ る よ う 、 歩 道 や 街 路 灯 等 の 施

設・設備の充実を図るほか、関係機関や地域との連携を密にし

て、交通安全、防犯、消費生活に関する市民意識の啓発及び未

然防止や相談に係る体制の充実を図ります。  

 

［施策の構成］ 

 

 

 

 

 

 

《施策の展開》 
①交通安全施設の整備  
 日々増加する交通量に対し、歩行者や自動車の安全を確保す

るため、道路の実態に応じて、交差点の改良や歩道の設置を進

めるとともに、ガードレール、カーブミラー等の附帯施設の整

備を進めます。  

また、歩道の段差解消や歩道上の不法占用物件に対する指導

強化を図るなど、高齢者、障がい者や子ども等の交通弱者が安

全・快適に利用できる道路環境づくりに努めます。  

 
②交通安全思想の普及・徹底  

警 察 署 や 交 通安 全 協会 等 の 関 係 機関 と の連 携 を 図り なが ら 、

＜交通安全・防犯対策＞ 
・・・交通安全施設の整備  
・・・交通安全思想の普及・徹底  
・・・防犯体制の充実  
・・・消費者保護  
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運転者、歩行者それぞれに対して世代ごとのきめ細やかな交通

安全教育を実施し、交通安全思想の普及を図ります。  

また、交通安全期間における街頭活動の実施や地域による恒

常的な自主活動を促進し、正しい交通ルールの厳守と、交通マ

ナーの実践を呼びかけていきます。  

 
③防犯体制の充実  

街路灯の増設等、夜間における防犯環境の充実を図るととも

に、パトロールの強化をはじめとした警戒活動の充実について

関係機関に要望していきます。  

また、自治会等による児童の登下校時のサポートや夜間パト

ロールの実施等、自主的な防犯活動を促進するとともに、家庭、

店舗等の協力を得て「子ども 110 番の家 ※ 」の設置拡大を図る

等、犯罪の未然防止や青少年の非行防止に向けた地域ぐるみの

防犯体制整備を進めます。  

 

④消費者保護  
 広 報 紙 や ホ ー ム ペ ー ジ 等 に お い て 消 費 ト ラ ブ ル 等 の 消 費 生

活情報の提供に努めるとともに、生涯学習の場等において消費

者教育を進め、消費者の知識向上を促します。  

また、県消費生活センター等の関係機関と連携して、消費者

相談 窓 口や 消費 モ ニ ター 制度 ※ の 充実 を 図る 等、 苦 情や ト ラ ブ

ルに対して、適切かつ迅速に対応できる体制の整備に努めます。 

 
用語 解 説  

※ バ リ ア フ リ ー … 障 が い 者 や 高 齢 者 の 生 活 に 不 便 な 障 が い を 取 り 除 こ う と い う 考 え 方 。例 え ば 、道 や 床 の 段 差

を な く し た り 、階 段 の か わ り に ゆ る や か な 坂 道 を 作 っ た り 、電 卓 や 電 話 の ボ タ ン 等 に 触 れ ば

わ か る 印 を つ け た り す る こ と 。  
※ ラ ン ニ ン グ コ ス ト … 設 備 や 機 器 な ど の 保 守 ・ 管 理 に 必 要 な 費 用 の こ と 。 反 対 に 導 入 に 必 要 な 費 用 は「 イ ニ シ

ャ ル コ ス ト 」 と 呼 ぶ 。  
※ 子 ど も 110 番 の 家 … 登 下 校 中 の 児 童・生 徒 を 誘 拐 等 の 凶 悪 事 件 や 痴 漢 、不 審 者 に 声 を か け ら れ る な ど の 事 案

か ら 守 る た め に 、 通 学 路 周 辺 の 民 家 、 店 舗 、 事 業 所 等 を 「 こ ど も 110 番 協 力 の 家 （ 店 ）」 と

し て 、こ の 種 の 事 件 等 が 発 生 し た 場 合 、 被 害 に 遭 っ た 児 童 ・ 生 徒 や そ の 友 人 が 気 軽 に 助 け を

求 め る こ と が で き る 、 い わ ゆ る “ 駆 け 込 み 寺 ” と し て の 機 能 を 発 揮 す る こ と に よ り 、 被 害 の

未 然 防 止 と 事 件 等 が 発 生 し た 場 合 の 犯 人 の 早 期 検 挙 を 図 ろ う と い う も の 。  
※ 消 費 モ ニ タ ー 制 度 … 品 物 の 規 格 、 品 質 、表 示 及 び 価 格 動 向 等 の 消 費 者 意 向 等 、 消 費 等 に 関 す る テ ー マ に つ い

て ア ン ケ ー ト 調 査 等 を し て 、そ の 結 果 等 を 品 質 の 改 善 、消 費 の 改 善 等 の た め の 各 種 行 政 施 策

に 反 映 し て い く 制 度 。  
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第２節 交通安全・防犯 施策一覧  
 

 

 

 

 

主要事 業  事業内 容  
＜主導 課＞  

関連課  

交通安 全施 設整 備事 業  
カーブ ミラ ー、ガ ード レ ール、区画 線

等の設 置  
＜都市 管理 課＞

総務課  

交通安 全普 及事 業  交通安 全教 育の 充実  
＜学校 教育 課＞

総務課  

防犯対 策整 備事 業  
街路灯 の設 置  
相談業 務体 制の 充実  
防犯パ トロ ール 体制 の 充実  

＜都市 管理 課＞

総務課  
学校教 育課  

消費情 報提 供事 業  
情報の 提供 、消 費者 教育 、相談 体制 の

充実  
＜商工 農政 課＞
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第３節 魅力ある市街地づくり 

３－１ 市街地の整備  
《前期の取り組みと成果》 
     犀川地区における土地区画整理事業が完了し、土地の有効利

用の推進と適正な住宅地の確保を図りました。また、JR 穂積駅

周辺地域において、歩道などのバリアフリー ※ 整備を行い、高齢

者や障がい者がより暮らしやすい生活環境の向上を図りました。 

  

《現状と課題》 
 本市は、市域の約 70％が都市計画区域 ※ に属しており、さら

にその約 59％が優先的に市街化を図るべき地域として、市街化

区域 ※ に指定されています。このようななかで、市北部の馬場・

生津地区において土地区画整理事業が施行済みであるほか、市

南部の犀川堤外地において、治水対策とあわせた土地区画整理

事業が完了しました。また、土地の有効利用の推進という土地

政策の観点から、地籍調査事業を行い、市街地整備を円滑に進

めることができるよう努めています。   

し か し な が ら、 市 街化 区 域 内 で は、 急 激な 都 市 化の ため に 、

道 路 等 の 都 市 基 盤 が 未 整 備 の 状 態 で 宅 地 化 が 進 ん で い る 箇 所

がみられます。公共投資の集中や効率化及び市街化調整区域 ※

における無秩序な開発を抑制する観点からも、市街化区域内で

は、計画的に都市基盤の整備を進め、流入人口の受け皿として

充実させることが必要です。  

一方、本来、市街地は、市民に対して各種の都市的サービス

を提供すると同時に、多くの人が集い、くつろぎ、ゆとりを持

って暮らしを楽しむ場であるべきです。このため、 JR 穂積駅

を 核 と し た 周 辺 地 域 の 整 備 や 市 民 が 集 ま る 地 域 で の 計 画 的 な

まちづくりや、統一感と特徴のある景観づくり等、市街地の魅

力向上に向けた取り組みを進める必要があります。  
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［図 都市計画区域・市街化区域の状況］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《基本方針》 
 市民の意向等を考慮しながら、 JR 穂積駅周辺をはじめとし

た地域での計画的な市街地整備を進めます。  

また、特徴的で良好な街並みが形成されるよう、都市基盤の

［表 区域別の面積及び人口］ 

区  分  面積 (ha) 割合 (％ ) 
平成 17 年人口

(人 ) 
割合 (％ )

 行政区域  2,819 100.0 50,009 100.0

 都市計画区域  1,966 69.7 42,383 84.7

  市街化区域  1,151 40.8 39,596 79.1

  市街化調整区域 815 28.9 2,787 5.5

（ 出 典 ： 国 勢 調 査 ）  
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整備等にあわせた一体的な景観整備に努めます。  

 
［施策の構成］ 

 

 

 

 

 

 
《施策の展開》 

①まちの拠点づくり 

 JR 穂積駅は、まちの玄関口であり、多くの市民が集まり利

用す る 「 まち の 顔」と し て 位 置づ け られて い ま す 。こ の ため、

よりシンボル性・機能性の高い環境の実現に向け、公共交通の

利便性の向上を含めた環境整備を図るほか、市民及び駅利用者

の意向や福祉・観光施策との連携に留意しつつ、駅周辺の環境

整備も含めた検討を行います。  

 また、巣南庁舎周辺部においては、西部複合センター、下水

処理 場 、 多目 的 広場等 の 整 備 を一 体 的に進 め る 計 画に 基 づき、

市西部の魅力ある居住環境の拠点づくりを進めます。  

 

②計画的な市街地整備 

無秩序な開発を防ぐため、一定のルールに基づく計画的な宅

地化を促進します。  

また、農地が多く残る市街化区域内での各種整備にあたって

は、地籍調査事業の活用を図るほか、地域のまちづくりの要望

や開発需要にあわせて、土地区画整理事業等の面的整備及び地

区計画、道路・公園の整備による都市基盤の確保等、地域の状

況に応じた様々な手法を活用し、良好な市街地の形成を目指し

ます。  

 

③良好な市街地景観の創造 

多くの市民、来訪者が利用する駅周辺や主要な幹線道路等で

は、都市基盤の整備にあわせて、花と緑にあふれる道路空間づ

＜市街地の整備＞ 
・・・まちの拠点づくり 
・・・計画的な市街地整備  
・・・良好な市街地景観の創造  
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くりを進めるほか、別府細工等の地域の歴史・文化を取り入れ

たモニュメント ※ 、ストリートファニチャー ※ の整備等を進め、

特徴のある景観形成を目指します。   

また、住宅団地等の新たな開発においては、良好な街並みが

形成されるよう指導するとともに、地域の実情に応じて建築協

定 ※ や地区計画制度 ※ 等のルールづくりを検討します。さらに、

本市の自然や歴史などの特徴を活かした景観計画を策定し、瑞

穂市らしさを後世に伝えるよう努めます。  

 

用語 解 説  

※ バ リ ア フ リ ー … 17 ペ ー ジ を 参 照 。  
※ 都 市 計 画 区 域 … 市 町 村 の 行 政 区 域 に と ら わ れ ず 、一 体 の 都 市 と し て 総 合 的 に 整 備 し 、開 発 し 、及 び 保 全 す る

必 要 が あ る 区 域 で あ り 、 都 道 府 県 に よ り 指 定 さ れ る 。 都 市 計 画 区 域 に は (1)人 口 1 万 人 以 上

で 商 工 業 等 の 職 業 従 事 者 が 50%以 上 の 町 村 、(2)中 心 市 街 地 の 区 域 内 人 口 が 3,000 人 以 上 、(3)
観 光 地 、 (4)災 害 復 興 地 域 、 (5)ニ ュ ー タ ウ ン 等 が 含 ま れ る 。  

※ 市 街 化 区 域 … … 5 ペ ー ジ を 参 照 。  
※ 市 街 化 調 整 区 域 … 都 市 計 画 区 域 の う ち 、市 街 化 が 抑 制 さ れ る 区 域 。宅 地 造 成 等 の 開 発 は 原 則 と し て 制 限 さ れ

る 。  
※ モ ニ ュ メ ン ト … 記 念 建 造 物 。 記 念 碑 ・ 記 念 像 等 。  
※ ス ト リ ー ト フ ァ ニ チ ャ ー … 街 路 備 品 。 街 灯 、 ベ ン チ 、 電 話 ボ ッ ク ス 等 を さ す 。  
※ 建 築 協 定 … … … 建 築 基 準 法 等 の 一 般 的 制 限 以 外 に 、市 町 村 が 条 例 で 決 め る 一 定 区 域 内 で 、関 係 権 利 者 の 全 員

の 合 意 の も と に 、 建 築 の 敷 地 ・ 構 造 ・ 意 匠 等 に つ い て 取 り 決 め る 協 定 。  
※ 地 区 計 画 制 度 … ひ と ま と ま り の 街 区 レ ベ ル で 、そ れ ぞ れ の 地 域 に ふ さ わ し い 特 徴 を も っ た 街 づ く り を 行 う た

め に 設 け ら れ た 制 度 。ス プ ロ ー ル 化 の 防 止 や 環 境 保 全 を 目 的 に し た 都 市 計 画 の ひ と つ 。地 区

計 画 、 住 宅 地 高 度 利 用 地 区 計 画 、 再 開 発 地 区 計 画 、 沿 道 整 備 計 画 、集 落 地 区 計 画 の 5 つ の 種

類 が あ る 。 地 区 施 設 の 配 置 ・ 規 模 や 建 築 物 等 の 規 制 等 に つ い て 盛 り 込 ん だ 「 地 区 整 備 計 画 」

が 定 め ら れ 、 区 域 内 で 建 築 等 を 行 う と き は 市 区 町 村 長 へ の 届 出 が 必 要 と な る 。  
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３－２ 良質な住宅の供給  
《前期の取り組みと成果》 
     建築の指導については、民間宅地開発に対して適切な指導を

行い、良質な住環境の整備が進みました。  

木造住宅の耐震診断の無料化を実施したほか、啓発活動にも

努めた結果、耐震診断事業や耐震補強工事補助事業への申し込

み件数が増加しました。  

このほか、リフォーム助成事業を開始し、多様な住宅ニーズ

への対応を図りました。  

土地の保全と有効利用を図るために地籍調査事業を行い、全

体計画のうち 6.90％の調査が完了し、2.78％が現在調査中です。 

 

《現状と課題》 
本市は、岐阜市、大垣市に隣接する位置的条件もあって県内

有数の人口増加率を示しています。こうしたなかで、本市の住

宅事情をみると、民間事業者による宅地開発が盛んであり、量

的にも供給は充足していますが、点在的な開発が多くなってい

ます。住宅は、単に個人の財産であるばかりでなく、街並み形

成等の社会的な要因を持つものであり、本市としても計画的な

住宅政策の展開に努めることが必要です。  

また、近年の生活水準の向上等に伴い、誰もが暮らしやすい

環境づくりへの関心が高まっており、住宅においても、バリア

フリー ※ 化をはじめ 、福祉、防災、環境共生等の視点を取り入

れた、より質の高い住宅供給を進めることが必要です。  

 
《基本方針》 

民間宅地開発に対する適切な指導を行い、良好な宅地・住宅

の供給促進を図るとともに、社会の変化への対応や地域の特性

を活かした住宅施策についての検討を進め、誰もが住み続けた

くなる居住環境の形成を目指します。  
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［施策の構成］ 

 

 

 

 

 

《施策の展開》 
①民間宅地開発の適正誘導  

民 間 宅 地 開 発 に 対 し て 、 道 路 や 排 水 路 等 の 都 市 基 盤 整 備 に

関 す る 指 導 を 行 い 、 安 全 で 秩 序 の あ る 居 住 環 境 の 形 成 を 目 指

しま す 。  

また、良好な環境や美しい自然を損なうことがないよう、土

地利用構想に基づいた、適切な地域での適切な住宅建設に関す

る指導・助言に努めます。  

 

②多様な住宅ニーズへの対応  
住宅のリフォーム事 業の推進やユニバー サルデザイン ※ に配

慮した周辺環境整備を図り、生涯にわたって住み続けることの

できる、人にやさしい居住環境の形成を目指します。   

また、地震に強い安全な居住環境の形成を目指し、木造住宅

や マ ン シ ョ ン 等 の 建 築 物 に 対 す る 耐 震 対 策 を 促 進 す る と と も

に、住宅が密集する地域における再整備の可能性について検討

を行います。  

 
③市営住宅の確保  
 良好な居住環境を確保するため、既存の市営住宅の長寿命化

計画を策定し、計画に基づいて改築を進めます。  

 
《関連する部門別計画》 
耐震改修促進計画 平成 18 年度～27 年度  

 

用語 解 説  

※ バ リ ア フ リ ー … 17 ペ ー ジ を 参 照 。  
※ ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン … 文 化 ・ 言 語 ・ 国 籍 の 違 い 、 年 齢 ・ 性 別 、 障 が い ・ 能 力 の 区 別 な し に 、 す べ て の 人 が

使 い や す い よ う に 製 品 ・ 建 物 ・ 環 境 等 を デ ザ イ ン す る こ と 。  

＜良質な住宅の供給＞ 
・・・民間宅地開発の適正誘導  
・・・多様な住宅ニーズへの対応  
・・・市営住宅の確保  
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第３節 魅力ある市街地づくり 施策一覧  
 

 

用語 解 説  

※ ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン … 24 ペ ー ジ を 参 照 。  

 

主要事 業  事業内 容  
＜主導 課＞  

関連課  

JR 穂 積駅 周辺 整備 事業  
駅周辺 の多 機能 化  
ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン ※ に よ る 歩 道 の

整備 等  
＜都市 開発 課＞

西部多 機能 拠点 整備 事 業  多目的 広場 の整 備 等  

＜下水 道課 ＞  
＜生涯 学習 課＞

都市開 発課  
総務課  

土地区 画整 理事 業  基盤未 整備 地区 での 市 街地整 備  ＜都市 開発 課＞

住宅建 設等 指導 事業  民間開 発の 指導 ・誘 導  等  ＜都市 開発 課＞

地籍調 査事 業  土地の 有効 利用 のた め の実態 調査  ＜都市 管理 課＞

建築物 耐震 化促 進事 業  
建築物 の耐 震診 断・耐震 補強工 事の 推

進  
＜都市 開発 課＞

住宅リ フォ ーム 助成 事 業  住宅の リフ ォー ム工 事 に対す る助 成  ＜都市 開発 課＞
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第４節 交流を支える交通基盤の整備  

４－１ 道路の整備  
《前期の取り組みと成果》 
     本市の抱える道路網の問題点や課題に対し、瑞穂市道路整備

計画審議会を経て道路整備計画を策定し、現在主要幹線道路の

環状道路として位置づけられた２路線の整備を進めています。 

     都市計画道路別府祖父江線の野田新田地区での拡幅工事が完

了したほか、県道を含め道路のボトルネック ※ 、交差点改良、歩

道の未整備部分の解消に向け事業が進んでいます。 

 
《現状と課題》 

本市には 1 本の国道と 9 本の県道が通り、12 本の都市計画

道 路 と あ わ せ て 格 子 状 の 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク が 形 成 さ れ て い ま

す。このうち、市南部を横断する国道 21 号及び本巣市から海

津 市 ま で 縦 断 す る 主 要 地 方 道 北 方 多 度 線 が 交 通 の 大 動 脈 と な

っていますが、道路網は、全体として段階構成が不明確であり、

一部で道路のネットワークが途切れている箇所もあるため、よ

りわかりやすく、環状道路等の利便性の高い骨格道路網の構築

が求められています。   

広域的な道路としては、市北西部で自動車専用道路である東

海環状自動車道が事業化されており、隣接する大野町、神戸町

にお い て イン タ ーチェ ン ジ の 設置 が 計画さ れ て い ます 。 また、

国道 21 号の高架部として、岐阜南部横断ハイウェイの計画が

あり、交通の利便性向上のために、早期実現を働きかけていく

必要があります。   

一方、生活道路については、幅員が狭く、ネットワークが確

保されていない箇所があるため、今後も、地域の要望等を踏ま

えて拡幅等の整備を進める必要があります。なお、生活道路の

あり方としては、高齢化の進展等に伴い、自動車中心から歩行

者中心への転換が求められています。また、単なる通行機能だ

けでなく、人々が集い、憩いの場となる身近な空間としての整

備が求められており、安全で快適な道路づくりを進めることが

必要です。  
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［図 幹線道路の状況］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
《基本方針》 

東 海 環 状 自 動車 道 等の 高 規 格 道 路と の 一体 性 に 留意 しつ つ 、

都市としての根幹的な道路網を構築するとともに、地域の利便

性や市民の安全性、快適性に配慮した道路の整備を計画的に進

めていきます。  

［表 市道の状況］  

区 分  平成 18 年  平成 19 年  平成 20 年  平成 21 年  平成 22 年  

総延長（ m）  502,865 504,744 505,663 506,110 511,114

実延長（ m）  491,911 493,604 494,189 494,587 499,926

舗装済延長（ m） 377,248 384,760 386,929 395,071 405,663

舗装率（％）  76.69 77.95 78.30 79.88 81.14
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［施策の構成］ 

 

 

 

 

 

 

 

《施策の展開》 
①広域交通ネットワークの形成  
 「 開 か れた 岐 阜県」 及 び 「 ひと つ の岐阜 県 」 の 実現 を 図り、

県外を含めた他地域との広域的な交流を促進するため、高規格

道路のうち、特に本市に直接影響の深い東海環状自動車道や岐

阜南部横断ハイウェイの整備について、国等の関係機関に強く

働きかけます。   

また、大野町、神戸町で設置される（仮称）大野・神戸イン

ターチェンジへのアクセス道路の整備を促進します。  

 

②市の幹線道路ネットワークの形成  
国道 21 号をはじめ、通勤・通学等の日常的な生活や交流を

図るうえで重要な役割を担っている国県道については、交差点

改良や拡幅改良等を促進します。   

また、すべての市民が行政、教育、医療等の様々な都市機能

を享受できるよう、近隣市町との整合や国県道との効率的な接

続に留意しながら、主要な市道での改良等を進め、きめの細か

い市内幹線道路ネットワークの形成を目指します。   

なお、このような道路の整備にあたっては、市民の要望等を

考慮しつつ、各路線の役割や優先度等を明確にした道路整備計

画のもと計画的かつ効率的な取り組みに努めます。  

 
③生活道路の整備  

交通量の多い公共施設周辺をはじめとして、歩行者と自動車

が共存でき、憩いの場としても活用できるコミュニティ道路 ※

の整備とネットワーク化を引き続き推進します。  

＜道路の整備＞ 
・・・広域交通ネットワークの形成  
・・・市の幹線道路ネットワークの形成  
・・・生活道路の整備  
・・・人にやさしく美しい道路の整備  
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また、集落地における狭隘な生活道路の改善を行い、緊急車

両の進入路や避難路の確保を図るとともに、土地利用に応じて

必要な道路が確保されるよう指導します。  

 
④人にやさしく美しい道路の整備  
 市 街 地 内 や 公 共 施 設 へ の ア ク セ ス を 担 う 道 路 を 中 心 と し て

歩道の整備や交通安全施設の充実を図るとともに、段差の解消

や点字・誘導ブロックの設置を図るなど、高齢者、障がい者や

子どもの利用に配慮した道路の整備を進めます。   

 また 、 快 適 な道 路空 間 づ く り とし て 、幹 線 道 路 に おけ る 植樹

を促進するとともに、地域の取り組みとあわせて、花や緑にあ

ふれる沿道空間づくりに努めます。さらに、騒音や排水に配慮

した路面舗装等、環境保護にも努めます。  

     

 

《関連する部門別計画》 
瑞穂市道路整備計画 

      

用語 解 説  

※ ボ ト ル ネ ッ ク … 道 路 の 幅 が 幅 員 減 少 や 車 線 減 少 に よ り 急 に 細 く な っ た り 、工 事 中 な ど で 車 線 が 規 制 さ れ 車 の

流 れ が 阻 害 さ れ る 箇 所 こ と 。  
※ コ ミ ュ ニ テ ィ 道 路 … 歩 行 者 等 が 、 安 全 か つ 快 適 に 通 行 で き る よ う 、車 道 を 蛇 行 さ せ た り 、 歩 道 を 広 げ 植 栽 や

ベ ン チ 等 を 設 け た り し た 道 路 。  
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４－２ 公共交通の充実  
《前期の取り組みと成果》  

交通バリアフリー基本構想 ※ に基づく移動円滑化のため、交

通事業者とともに JR 穂積駅構内にエレベーターの設置や多目

的トイレの整備を行いました。このほか、駅に通じる歩道の段

差解消を実施したほか、視覚障がい者誘導ブロックの設置を行

ったことにより、歩行者の利便性、安全性が向上しました。 

また、地域の実情に応じた輸送サービスを促進し、利便性を

向上させるために瑞穂市地域公共交通会議を設置しました。 

 
《現状と課題》 

鉄道については、 JR 東海道本線と樽見鉄道樽見線が通って

おり、東海道本線には JR 穂積駅が、樽見線には横屋駅、十九

条駅及び美江寺駅の 3 つの駅が設置されています。このうち、

も利用者の多い JR 穂積駅では、交通バリアフリー法に基づ

く交通バリアフリー基本構想が策定されており、高齢者や障が

い者等も利用しやすい駅周辺環境整備が行われました。   

一方、バス路線については、市営のコミュニティバス ※ 4 路

線及び岐阜バス 2 路線が運行していますが、自家用車の普及等

を背景として、路線バスの経営は厳しい状況にあるほか、コミ

ュニティバスについても、利用者数は減少傾向にあり、通勤・

通 学 時 間 帯 に お け る 運 行 体 制 の 充 実 や 路 線 網 の 見 直 し 等 が 求

められています。   

公共交通の充実は、広域化している人々の行動や交流活動へ

の対応のみならず、環境問題や高齢化への対応等の面からも重

要な課題の一つといえます。このため、公共交通の必要性を市

民に啓発するとともに、公共交通を維持・活性化していくため

の様々な取り組みを進める必要があります。  

 
《基本方針》 

長期的な視野に立ち、高齢化の進展や環境問題への意識の高

まりにも留意しながら、バスや鉄道等の公共交通機関の利便性

向上に向けた体制づくり、施設・設備の整備を進めます。  
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［施策の構成］ 

 

 

 

 

 
 
《施策の展開》 

①コミュニティバスの利便性向上  
 現在、委託事業として実施・運営しているコミュニティバス

については、瑞穂市地域公共交通会議において、利用の実態や

需要、公共施設の配置状況、路線バスとの接続等を考慮しなが

ら、利便性向上のための路線網の見直しと運行体制の充実に努

めます。  

 

②駅周辺環境の整備  
駅周辺では、市民や来訪者の利用に配慮した環境づくりとし

て、利用の実態に応じ、駐車場や駐輪場の確保、放置自転車の

規制強化、情報発信機能の充実等に努めます。   

また、多くの市民が集まり、利用する JR 穂積駅については、

交通結節機能の充実を図るとともに、交通バリアフリー基本構

想 に 基 づ く 移 動 円 滑 化 の た め の 各 種 施 策 を 充 実 さ せ て い き ま

す。 

 
③総合的な公共交通ネットワークの形成  

高 齢 化 の 進 展や 環 境問 題 へ の 意 識の 高 まり 等 に 応え るた め 、

地域の公共交通の利便性向上とともに、人や環境にやさしい車

両、設備の整備を促進します。  

なお、公共交通の利便性向上については、長期的な視野のも

と、JR、樽見鉄道、路線バス及びコミュニティバスそれぞれの

役割分担と連携のあり方を明確化し、これに基づく輸送機能の

向上や乗り継ぎの利便性向上等、必要な取り組みを交通事業者

に働きかけていきます。  

 

＜公共交通の充実＞ 
・・・コミュニティバスの利便性向上  
・・・駅周辺環境の整備  
・・・総合的な公共交通ネットワークの形成  
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用語 解 説  

※ 交 通 バ リ ア フ リ ー 基 本 構 想 … 障 が い 者 や 高 齢 者 の 生 活 に 不 便 な 障 が い を 取 り 除 こ う と い う 考 え 方 。 例 え ば 、

道 や 床 の 段 差 を な く し た り 、階 段 の か わ り に ゆ る や か な 坂 道 を 作 っ た り 、電 卓 や 電 話 の ボ タ

ン 等 に 触 れ ば わ か る 印 を つ け た り す る こ と 。  
※ コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス … 路 線 バ ス が 運 行 し て い な い 地 域 を 自 治 体 が 住 民 の 移 動 手 段 を 確 保 す る た め に 運 行 す る

バ ス 。  
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第４節 交流を支える交通基盤の整備 施策一覧  
 

 

用語 解 説  

※ ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン … 24 ペ ー ジ を 参 照 。  
※ コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス … 32 ペ ー ジ を 参 照 。  
 
 

主要事 業  事業内 容  
＜主導 課＞  

関連課  

高規格 道路 整備 事業  
東海環 状自 動車 道 、（仮 称）大野･神 戸

インタ ーチ ェン ジ 、岐 阜南部 横断 ハイ

ウェイ の整 備促 進  
＜都市 開発 課＞

国県道 整備 事業  
国道 21 号（ 交差 点改 良 等）、主 要地 方

道及び 一般 県道 の整 備 促進  
＜都市 開発 課＞

街路整 備事 業  都市計 画道 路の 整備  
＜都市 開発 課＞

都市管 理課  

市道整 備事 業  市道の 整備  
＜都市 開発 課＞

都市管 理課  

ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン ※ の

まちづ くり 推進 事業  
道路・公 園等 のユ ニバ ーサル デザ イン

化推進  

＜都市 開発 課＞

都市管 理課  
福祉生 活課  

コミュ ニテ ィバ ス ※ 事 業  
公共交 通ネ ット ワー ク の整備  
コミュ ニテ ィバ スの 再 編  

＜総務 課＞  
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第５節 上下水道の整備  

５－１ 上水道の整備  
《前期の取り組みと成果》 

古橋地区の人口増加に伴い、安定給水のために古橋水源地を

整備し、給水を開始しました。また、犀川堤外地区画整理事業

区域内の配水管路網整備や旧町境の配水管を接続して一体的に

供給するための工事を市内 5 箇所で施工しました。  

 
《現状と課題》 

本市では、上水道及び瑞穂市・神戸町水道組合による簡易水

道で水供給が行われていますが、水道普及率は約 84％であり、

県平均の約 96％に満たない状況にあります。   

上水道施設は、快適な生活環境を確保するうえで不可欠なも

のであり、今後も、人口増加や生活水準の向上等により水需要

は増加することが予想されるため、普及率の向上とともに、良

質かつ清浄で安全な水を安定的に供給できるよう、施設の拡充

整備や適正な管理を行う必要があります。   

また、配管施設の経年劣化が進むなかでは、施設の計画的な

更新 や 緊 急時 に おける 安 定 給 水の 確 保が求 め ら れ ます 。 特に、

危機管理の面では、ハード面での対策のみならず、速やかな対

処が行えるよう、広域的な視点で給水体制を構築する必要があ

ります。   

さらに、管理業務上でも課題があります。単身者やアパート

住民等、住民の転入・転出の多い本市では、給水契約者の変更

件数が増加しており、手続事務等の効率化が求められます。  

 
 
 
 
 
 
 
 

［表 上水道の普及状況（平成 21 年） ] 

区 分  上水道  簡易水道  専用水道  計  

計画給水人口 (人 ) 49,100 600 3,977 53,677

給水人口 (人 ) 43,159 485 200 43,844

箇所数  1 1 5 7

普及率 (％ ) 84.4 

（ 出 典 ： 岐 阜 県 統 計 書 ）  
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《基本方針》 
将来の水需要を予測し、緊急時への対応も視野に入れながら

安全で良質な水道水を安定的に供給するための施設・体制整備

を進めます。また、市民の理解と公営企業における経営基盤の

強化のもと、水道事業の健全経営に努めます。   

 

［施策の構成］ 

 

 

 

 
 
 
《施策の展開》 

①水の安定供給  
 水道未普及地区の解消を図るとともに、土地区画整理事業や

住宅開発に伴う人口増加に対応できるよう、新たな配水施設の

拡張整備を計画的に進めます。  

また、良質な水を安定して供給できるよう、施設の維持管理

や漏水監視を継続的に実施するとともに、近隣自治体等との連

携によるきめ細やかな水質管理に努めます。   
一方で、限りある資源である水を大切にし、有効活用を図る

ため、広報紙等を通じて市民の節水意識の高揚に努めます。  

 

②緊急体制の整備  

緊急時における重要 なライフライン ※ の 維持という側面から 、

老朽配水管の更新や耐震性のある配水施設の充実等、災害に強

い上水道施設の整備を進めます。  

また、復旧活動を迅速に行うことができるよう、近隣市町と

の連携を密にするほか、民間との災害応援協定の締結を行うな

ど、広域的な相互応援給水体制の整備を進めます。  

 

③水道事業の健全経営  
施設の適正管理により有収率の向上に努めるとともに、事務

＜上水道の整備＞ 
・・・水の安定供給  
・・・緊急体制の整備  
・・・水道事業の健全経営  
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事業を見直し、業務の省力化と高度化を図るなど、公営企業と

しての健全かつ効率的な事業運営を促進します。  

 

用語 解 説  

※ ラ イ フ ラ イ ン … 13 ペ ー ジ を 参 照 。  
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５－２ 下水道の整備  
《前期の取り組みと成果》 

平成 20 年度に「瑞穂市下水道基本構想」を策定し、公共

下 水 道 で 整 備 す る 区 域 と 浄 化 槽 で 整 備 す る 区 域 を 明 確 に し

た基本方針を決定するとともに、平成 21 年度には「瑞穂市

公共下水道（瑞穂処理区）全体計画」を策定し、汚水・雨水

処理計画など下水道事業の骨格を定めました。  

また、既に下水道が供用されている西地区や別府地区にお

い て は 未 接 続 世 帯 へ の 理 解 と 協 力 を 求 め る 啓 発 活 動 や 個 別

勧奨を実施し、水洗化の普及促進に努めています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図 下水道基本構想図］  

公共下水道（瑞穂処理区）

特定環境保全公共下水道（事業済み）

農業集落排水処理施設（事業済み）

コミュニティ・プラント（事業済み）

浄化槽（着色の無い範囲）

アクアパーク別府 

穂積庁舎 

アクアパークすなみ 

巣南庁舎 

呂久クリーンセンター 

①
②
③
④
⑤

①  

③

④

②
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《現状と課題》 
下水道は、公共用水域の水質保全と快適な居住環境を確保す

るうえで不可欠なものです。本市では、別府地区でコミュニテ

ィ・プラント事業、西地区で特定環境保全公共下水道事業、呂

久地区で農業集落排水事業を実施しており、市民の理解と協力

を求めながら、水洗化の普及促進に努めています。しかし、集

合処理及び浄化槽による汚水処理人口は毎年少しずつ増加して

いますが、県平均（平成 22 年度末 87.7％）に比べるとかなり

低いのが現状です。  

こ の た め、 下 水道 基本 構 想 に基 づ き、 市街 化 区 域 ※ や市 街 化

調整 区 域 ※ 内 の集 落 地等 、集 合 処理 を 行 うこ とが 効 率的 で あ る

地域については、市民の理解と協力を得ながら、公共下水道事

業（瑞穂処理区）の早期着手が必要不可欠です。  

 

［汚水処理人口普及率］ 

区       分  平 成 18 年 度 平 成 19 年 度 平 成 20 年 度 平 成 21 年 度  平 成 22 年 度

特定 環 境保 全  
公共 下 水道 (％ )  8.9 8.8 9.0 9.0 8.9 

農業 集 落排 水   

(％ ) 1.1 1.0 1.0 1.0 1.0 

コミ ュ ニテ ィ・  
プラ ン ト (％ )  2.4 2.6 2.7 2.8 3.0 

浄化 槽 （合 併）  

(％ ) 
25.8 28.1 28.6 31.8 35.5 

計  38.2 40.5 41.3 44.6 48.4 
※ 人 口 普 及 率   

〔 特 定 環 境保 全 公 共 下 水 道 、 農 業 集 落 排 水 〕 ＝ 整 備 区 域 内 人 口 ／ 行 政 人 口  
〔 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ プ ラ ン ト 、 浄 化 槽 〕 ＝ 水 洗 化 人 口 ／ 行 政 人 口  

人 口 ： 住 民基 本 台 帳  

 

《基本方針》 
公共用水域の水質保全と快適な居住環境を確保するため、長

期的な財政状況等を考慮しながら整備手法を明確化し、市民の

理解・協力も得ながら、効率的かつ適正な生活排水処理を進め

ていきます。  
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［施策の構成］ 

 

 

 
 
 
 
《施策の展開》 

①公共下水道事業の推進  
公 共 用 水 域 の 水 質 保 全 と 快 適 な 居 住 環 境 を 確 保 す る た め に

は、生活排水等の汚水処理が欠かせないものですが、下水道施

設の整備には、多額の費用と年月を必要とします。  

そのため、今後、市全域の公共下水道整備を進めるにあたり、

長期的な財政計画を立案・確立させるとともに、将来の費用負

担の軽減措置を講じて、適時、財政状況を見極めながら効率的

かつ適正に事業を進めます。  

 

②水洗化率の向上  
  すでに供用開始している西地区（特定環境保全公共下水道）

や別府地区（コミュニティ・プラント）については、今後も水

洗化に対する市民の意識啓発に努めるとともに、水洗化率向上

のための個別勧奨を実施し、下水道への接続を促します。  

 

③集合処理区域外での環境保全対策  
 生 活 排 水 処 理 基 本 計 画 に 基 づ く 集 合 処 理 区 域 以 外 の 地 域 で

は、浄化槽の設置を促進します。  

なお、既設の浄化槽については、適切な検査、保守点検、清

掃等の維持・管理が行われるよう指導に努めます。  

 

用語 解 説  

※ 市 街 化 区 域 … … 5 ペ ー ジ を 参 照 。  
※ 市 街 化 調 整 区 域 … 22 ペ ー ジ を 参 照 。  
 

 

＜下水道の整備＞ 
・・・公共下水道事業の推進  
・・・水洗化率の向上  
・・・集合処理区域外での環境保全対策  
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第５節 上下水道の整備 施策一覧  
 

主要事 業  事業内 容  
＜主導 課＞  

関連課  

浄化槽 設置 整備 事業  
下 水 道 区 域 外 の 浄 化 槽 設 置 整 備 事 業 の

推進  
＜環境 課＞  

上水道 整備 事業  
施設の 維持 ・更 新  
水源地 の確 保  
未普及 地区 の解 消  

＜上水 道課 ＞  

ラ イ フ ラ イ ン ※ の 確 保 、 飲

料水・ 食料 の計 画的 備 蓄  
耐震貯 水槽 の設 置  ＜上水 道課 ＞  

公共下 水道 事業（ 瑞穂 処 理

区）  
計画区 域内 の公 共下 水 道事業 の推 進  ＜下水 道課 ＞  

水洗化 率向 上事 業  
既 存 処 理 区 内 の 未 接 続 世 帯 へ の 個 別 勧

奨の実 施  
＜下水 道課 ＞  

 

用語 解 説  

※ ラ イ フ ラ イ ン … 13 ペ ー ジ を 参 照 。  
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第１節 住みよい環境づくり 

１－１ 廃棄物処理とリサイクル 
《前期の取り組みと成果》 

ごみの排出抑制及びリサイクルの推進を図るために、まずマ

イバッグ運動 ※ を協力店舗との協定の締結により展開し、市内 8

店舗においてレジ袋の有料化をスタートさせました。  

ごみの排出抑制については、できる限り排出を抑制し、不適

正処理の防止等に配慮しつつ、再使用、再生利用、熱回収（サ

ーマ ル リサ イク ル ※ ）の 順に で きる 限 り 循環 的な 処 理を 行 い ま

した。中でも、排出抑制を 優先課題と捉え、粗大ごみ処理料

金の有料化を実施しました。  

レジ袋有料化と粗大ごみの処理料金の有料化により、地域社

会全体として循環型社会の構築を目指し、ごみの排出抑制に取

り組むという意識が市民個々に芽生え、結果的にごみの排出抑

制につなげることができました。  

また、リサイクルの推進の面では、熱回収を軸に、ごみ種別

毎に再生利用が可能な処理先を選定し処理を委託することによ

り、ごみのリサイクル率を向上させることができました。さら

に、空き容器回収機の継続設置による活用促進や資源集団回収

を実施している PTA 団体等への奨励、生ごみ処理容器の購入助

成等も継続的に行っています。  

また、本市ではリサイクル製品の購入に努めています。庁舎

から排出する紙は、リサイクル化を進めています。  

 
《現状と課題》 

人々の社会活動が高度化、広域化するなか、地域における廃

棄物問題は、近年、深刻化しており、処理用地の確保やダイオ

キシン ※ の発生、処 理にかかる自治体の負担増等により、旧来

の施設や処理体制では対応が困難になってきています。   

こうしたなか、本市では、可燃ごみは西濃環境整備組合、し

尿 に 関 し て は も と す 広 域 連 合 で 共 同 処 理 を 行 っ て い る 状 況 に

あります。なお、粗大ごみの処理については、処理業者への委

第２章 心豊かな住みよいまちづくり 
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託処理で対応していますが、粗大ごみ処理料金の有料化により、

粗大ごみの発生量は減少傾向にあります。しかし、廃棄物量に

影響を与える人口増加が予想されるなかでは、広域的な処理体

制の充実を図ることが求められます。   

また、ごみの問題は、処理の適正化のみならず、環境への負

荷を考えて、廃棄物の排出抑制やリサイクル化を進め、資源を

循環できる社会構造を構築することが重要です。本市において

も、ストックヤード ※ や空き缶・ペット ボトルの回収処理機を

設置し、分別収集の徹底を図っていますが、さらなる再資源化

へ向け、マテリアルリサイクル ※ への転 換が必要です。地域に

おいては、子ども会による廃品回収等、自主的な活動が展開さ

れています。  

いずれにしても、ごみの減量化やリサイクル化を進めるには、

市民一人ひとりや事業者の理解と協力が不可欠であり、あらゆ

る機会を通じて、廃棄物問題に対する意識啓発を図るとともに、

身近なところからの改善を促していくことが求められます。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
《基本方針》 
     広域的な視点による廃棄物の適正処理を進めるほか、限りあ

る資源を有効に活用した循環型社会の実現を目指し、資源の再

使用・再資源化に対する市民の意識啓発を図るとともに、行政

と地域社会が一体となったリサイクル活動を進めます。  

 

［表 ごみ処理の現状］  

区 分  平成 18 年 平成 19 年  平成 20 年  平成 21 年 平成 22 年

粗大ごみ (t) 1,261 1,274 1,439 1,500 1,513

可燃ごみ (t) 12,635 12,926 12,344 11,956 11,685

不燃物 (t) 822 856 943 552 427

資源ごみ (t) 897 957 1,220 1,334 1,142

一 人 あ た り ご み 排 出 量

（ g／人・日）  
859 867 855 820 784
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［施策の構成］ 

 

 

 

 

 

 

《施策の展開》 
①廃棄物の適正処理 

ごみ収集の効率化を図るため、定期的な分別情報の提供によ

り、廃棄物減量等推進員が中心となりごみステーションでの適

正な分別を徹底するほか、市民や関係機関との連携による不法

投棄防止パトロールの実施等、監視体制の強化を図ります。   

また、収集した廃棄物については、近隣市町との足並みを揃

え、焼却施設、破砕施設、 終処分場等の各種処理施設の整備

を促進するなど、広域圏での計画的な処理も検討します。  

一方、し尿については、下水道基本構想に基づく下水道整備

との整合を図りつつ、衛生的な処理に努めるとともに、浄化槽

の適正な維持管理が図られるよう指導・監視に努めます。  

 

②排出抑制のさらなる推進 

 ごみの減量化を進めるためには、市民一人ひとりや事業者の

理解と協力が不可欠です。  

このため、広報紙やホームページ、生涯学習の場等において、

日常の消費活動の小さなことで、ごみの排出抑制ができるとい

う意識啓発を進めるとともに、業者引き取りによる再使用、レ

ジ袋有料化実施店舗の拡充、生ごみ処理機による自家処理の奨

励等、地域社会全体でのごみの発生・排出抑制に努めます。  

 

③リサイクルの推進（リサイクル率の向上） 

様 々 な 機 会 を 通 じ た 環 境 教 育 や リ サ イ ク ル 情 報 の 提 供 に よ

り、市民のごみの資源化や再使用に対する意識啓発を図るとと

もに、空き缶・ペットボトルの回収処理機の活用促進、資源集

団回収、市民が主体となった美来の森等でのフリーマーケット

＜廃棄物処理とリサイクル＞ 
・・・廃棄物の適正処理  
・・・排出抑制のさらなる推進  
・・・リサイクルの推進（リサイクル率の向上） 
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開催の奨励等、行政と地域社会が一体となったリサイクル活動

を推進します。   

また、市として再生紙、再生品の率先利用を推進するととも

に、消費者団体等と連携して、市民や事業者への情報提供や利

用を働きかけます。  

ごみの処理については、サーマルリサイクルからマテリアル

リサイクルへの転換 を目指し、 リ サ イ ク ル 率 を 向 上さ せ ま す 。 

 
《関連する部門別計画》 
一般廃棄物処理基本計画（ごみ処理基本計画） 平成 21 年度～35 年度  

（第 1 次目標年次 平成 21 年度～25 年度）  

 

用語 解 説  

※ マ イ バ ッ グ 運 動 … 買 い 物 を す る 時 に レ ジ 袋 の 代 わ り に マ イ バ ッ グ （ 持 参 し た 買 い 物 袋 ） を 利 用 す る と い う 、

環 境 に 優 し い 行 動 の こ と 。  
※ サ ー マ ル リ サ イ ク ル … 廃 棄 物 を 焼 却 す る 際 に 発 生 す る 熱 エ ネ ル ギ ー を 回 収 ・ 利 用 す る こ と 。  
※ ダ イ オ キ シ ン … き わ め て 毒 性 が 強 く 、 分 解 さ れ に く い 有 機 塩 素 化 合 物 の 一 つ 。 皮 膚 ・ 内 臓 障 害 を 起 こ し 、 催

奇 形 性 ・ 発 癌 性 が あ る も の が 少 な く な い 。 昭 和 40 年 （ 1965 年 ） ご ろ か ら 除 草 剤 と し て 使 わ

れ た が 、 同 46 年 に 使 用 が 禁 止 さ れ た 。 し か し 、 塩 素 を ふ く む プ ラ ス チ ッ ク 等 が 焼 却 炉 の 中

で 化 学 変 化 し 、 ダ イ オ キ シ ン を 発 生 す る こ と が わ か っ て い る 。  
※ ス ト ッ ク ヤ ー ド … 一 時 保 管 場 所 。  
※ マ テ リ ア ル リ サ イ ク ル … 使 用 済 み 製 品 や 生 産 工 程 か ら 出 る 廃 棄 物 な ど を 原 料 と し て 再 生 利 用 す る こ と 。サ ー

マ ル リ サ イ ク ル よ り も マ テ リ ア ル リ サ イ ク ル の 方 が 、一 般 的 に 環 境 負 荷 は 小 さ い と さ れ て い

る 。  
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１－２ 環境の保全・美化  
《前期の取り組みと成果》 
     地球温暖化 ※ に関しては、地球温暖化対策の推進に関する法律

に基づき、地球温暖化対策の推進を図り、温室効果ガスの排出

抑制等を目的として、本市の事務及び事業に関し、「地球温暖化

対策実行計画」を策定しました。  

また、地球温暖化防止対策の一環として新エネルギーの利用

を積極的に支援するため、住宅用太陽光発電システムの設置者

に対して、設置費用の一部を補助する「住宅用太陽光発電シス

テム設置整備事業」を行っています。なお、学校等の公共施設

にもクリーンな新エネルギーとして太陽光発電等を積極的に導

入しています。  

環境美化の推進として、ごみのポイ捨て禁止やペットの飼い

主に対するマナー向上の啓発のために、広報紙等への定期的な

記事掲載や行政無線放送によるマナー向上の呼びかけなどの周

知活動を行っています。また、各種団体等によるボランティア

美化活動等の定着化により市民の環境美化意識の向上につなげ

ています。  

また、本市においても節電はもとより環境負荷の少ない機器

への転換を推進しています。  

 

《現状と課題》 
近年、オゾン層 ※ 破 壊や地球温暖化等の 環境問題への対策が

叫ばれています。しかし、環境問題は、自動車交通の大気汚染

や生活排水による水質汚濁等、一人ひとりの日常生活のあり方

に関わるものが多く、地域社会全体で、環境にやさしい生活様

式、産業活動への転換を進める必要があります。   

一方、地域においては、ごみの有料化等を背景として、不法

投棄 や 野 外焼 却 等の生 活 型 公 害が 大 きな問 題 と な って い ます。

特に、本市は、地理的に多くの河川を抱え、投棄されやすい場

所が多くなっているため、不法投棄が年々増加しています。こ

れら に つ いて は 、状況 の 把 握 や監 視 体制の 強 化 が 必要 で すが、

公害は、各自のモラルに帰する部分が多いため、市民一人ひと

りや事業者に対して、公害防止意識の高揚を促し、理解と協力
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を求めていく必要があります。   

また、 も身近な環境問題であるごみのポイ捨てや、地域で

の環 境 の 美化 に ついて も 、 市 民の 主 体的な 行 動 が 不可 欠 です。

既に自治会による河川清掃等、自主的な環境美化活動が行われ

ていますが、今後も、環境美化の意識づくりとあわせ、地域ぐ

るみの活動の拡大と定着化を促す必要があります。  

 

《基本方針》 
 環境問題に対する市民、事業者の意識啓発を図り、あらゆる

分野で環境への負荷軽減に配慮したまちづくりを進めます。ま

た、住環境を美しく保つための地域ぐるみの清掃・緑化活動を

促進します。  

 
［施策の構成］ 

 

 

 

 
 
 
《施策の展開》 

①環境にやさしい生活様式・事業活動への転換  
地 球 温 暖 化 防止 に 向け た 取 り 組 みと し て、「 瑞 穂市 地球 温 暖

化対策実行計画」の削減目標を達成できるよう、本市の各種事

務・事業にかかる温室効果ガスの排出抑制に努めます。   

市民に対しては、身近な環境保全への取り組みに対する意識

啓発を図り、日常生活における冷暖房等の適正化、節電・節水

の習 慣 化 、省 エ ネルギ ー 機 器 の導 入 、公共 交 通 機 関の 利 用等、

環境にやさしい生活様式への転換を促進します。   

また、事業者に対し て環境マネジメント ※ への積極的な取り

組みを支援し、環境に配慮した技術開発等を促進するとともに、

市としても太陽光発電等、クリーンな新エネルギーの公共施設

への活用を進めています。  

 

＜環境の保全・美化＞ 
・・・環境にやさしい生活様式・事業活動への転換  
・・・公害対策の推進  
・・・環境美化の推進  
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②公害対策の推進  
不法投棄、野外焼却等の生活型公害が環境に与える影響や環

境にやさしい工夫に関する広報活動を推進し、市民や事業者の

公害防止に対する意識の高揚を促します。   

また、環境汚染源を速やかに特定し、改善が図れるよう、騒

音、振動、悪臭、大気汚染、水質汚濁に関する定期的調査測定

の実施等、公害監視体制の強化に努めるとともに、関係機関と

の連携による指導・取り締まり体制の充実に努めます。  

 

③環境美化の推進  
環境美化キャンペーン等の啓発活動を推進し、ごみのポイ捨

て禁止やペットの飼主責任、自転車駐輪等に関するマナーの確

立とともに、環境美化意識の高揚を促します。  

また、市民が主体となった公共施設の清掃・緑化活動を支援

するとともに、より実践的な活動を展開するボランティアグル

ープの育成等を図りながら、地域ぐるみの環境美化運動の拡大

と定着化に努めます。  

 

《関連する部門別計画》 
地球温暖化対策実行計画 平成 21 年度～25 年度  

 

用語 解 説  

※ 地 球 温 暖 化 … … 二 酸 化 炭 素 等 の 温 室 効 果 ガ ス（ 太 陽 光 線 に よ っ て 暖 め ら れ た 地 表 面 か ら 放 射 さ れ る 赤 外 線 を

吸 収 し て 大 気 を 暖 め 、一 部 の 熱 を 再 放 射 し て 地 表 面 の 温 度 を 高 め る 効 果 を 持 つ メ タ ン 、フ ロ

ン ガ ス 等 ）濃 度 の 上 昇 に よ り 、通 常 大 気 を 通 過 し て 宇 宙 に 出 て い く 太 陽 光 線 の 輻 射 熱 の エ ネ

ル ギ ー が 大 気 中 に た ま り 、 そ の 結 果 大 気 の 平 均 気 温 が 上 昇 す る 現 象 の こ と 。  
※ オ ゾ ン 層 … … … 大 気 の 成 層 圏 の 、 地 上 か ら 10～ 5km に あ る 、 オ ゾ ン 濃 度 の 比 較 的 高 い 層 。 生 物 に 有 害 な 紫

外 線 を 吸 収 す る 働 き が あ る 。  
※ 環 境 マ ネ ジ メ ン ト … 組 織 や そ の 代 表 者 が 自 主 的 に 環 境 保 全 に 関 す る 取 り 組 み を 進 め る に あ た っ て 、科 学 的 管

理 の も と 、環 境 に 関 す る 方 針 や 目 標 等 を 自 ら 設 定 し 、こ れ ら の 達 成 に 向 け て 取 り 組 ん で い く

こ と 。  
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１－３ 火葬場・墓地の整備  
《前期の取り組みと成果》 

 火 葬 場 に つ いて は、建 て 替 え 後 の経 年劣 化 に 対 応 し、通 常の

業務 に 支 障 が 出な いよ う に す る た め、毎年 火 葬 炉 及 び施設 等の

定期 点 検 を 実 施し 、火 葬 場 の 長 寿 命化 に努 め て い ます 。  

 墓 地 に つ い ては 、霊 園 を 希 望 す る市 民か ら の 要 望 に応え るた

め、野 田 霊 園 隣 接 地の 用 地 購 入・拡 張 工事 を 行 い 、105 区 画の

野田 霊 園 と し て整 備し ま し た 。こ れに より 市 営 の 墓 地は、ほづ

み霊 園 と 野 田 霊園の 2 箇 所 と な り ま した 。  

 

《現状と課題》 
 現 在 、 市 営 の墓 地は 、 ほ づ み 霊 園と 野田 霊 園 の 2 箇 所 で あ

り、そ の 他 の 大 半の墓 地 が 集 落 営 とな って い ま す 。本市 では、

今 後 も 人 口 増 加 が 予 想 さ れ 、 こ れ に 伴 い 墓 地 需 要 の 増 大 が 見

込 ま れ る こ と か ら 、 既 存 す る 墓 地 の 状 況 を 把 握 し 、 需 要 と 供

給 の バ ラ ン ス を 図 る 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 墓 地 は 永 続 性 ・

公 共 性 ・ 公 益 性 が 常 に 確 保 さ れ る こ と が 求 め ら れ て お り 、 使

用者 や 地 域 が 共同 で管 理 を し て い くこ とが 求 め ら れま す。   

一 方 、火 葬 場 につ いて は 、平 成 10 年 に建 て 替 え を実 施し た

と こ ろ で あ り 、 機 能 面 で 十 分 な 水 準 を 確 保 し て い ま す が 、 今

後 も 火 葬 需 要 に 対 応 し た 円 滑 な 運 営 に 努 め て い か ね ば な り ま

せ ん 。 ま た 、 施 設 に つ い て は 、 環 境 衛 生 等 に 配 慮 し た 適 正 な

運営 を 行 う 必 要が あり ま す 。  

 
《基本方針》 

既設の火葬場及び墓地の適正な維持・管理に努めるとともに

人口増加や高齢化の進展等に伴う火葬場・墓地需要に対応し、

広域的な見地から必要な施設整備を進めます。  
 
［施策の構成］ 

 

 

 

 

＜火葬場・墓地の整備＞ 
・・・墓地の適正管理と整備  
・・・火葬場の管理・運営  
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《施策の展開》 
①墓地の適正管理と整備  
 ほづみ霊園及び野田霊園の適正な管理に努めるとともに、人

口増加等に伴う墓地需要に対応するため、集落営墓地の拡充や

新たな墓地の整備について検討を行います。   

また、集落営墓地については、引き続き、環境美化を考慮し

ながらの適正な地域管理を促進します。  

 
②火葬場の管理・運営  

排煙等の火葬場による、環境への影響を確認する調査を継続

的に実施する等、環境保全に留意し、市民の理解が得られる適

正な管理・運営に努めます。  

なお、施設面では、近年建て替えを行ったところですが、高

齢化の進展等に伴う将来の火葬場需要については、周辺市町と

の広域的な対応を視野に入れて、施設・設備の整備に関する検

討を行います。  
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第１節 住みよい環境づくり 施策一覧  
 

 
 
 

主要事 業  事業内 容  
＜主導 課＞  

関連課  

意識啓 発事 業  
排出抑 制・ リサ イク ル の促進  
美化活 動の 育成･支援  
廃棄物 の適 正処 理の 促 進、啓 発  

＜環 境 課＞

廃棄物 適正 処理 事業  
一般廃 棄物 処理 体制 の 確立  
リサイ クル シス テム の 整備  

＜環 境 課＞

墓地整 備事 業  墓地の 適正 管理 と整 備 検討  ＜市 民 課＞

火葬場 整備 事業  火葬場 の適 正管 理と 整 備  ＜市 民 課＞
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第２節 自然豊かな環境づくり 

２－１ 計画的な土地利用  
《前期の取り組みと成果》 
     宅地、建物、農地、河川、道路、公園などの土地利用及び保

全の方針を示した都市計画マスタープラン ※ を策定しました。 

各課に分散していた公有財産の管理を集約し、共有化するた

めにシステムを構築し導入しました。また、本市の未利用地等

を土地利用の計画する場合に集約して、関連資料として提供で

きるようになりました。 

 

《現状と課題》 
 本市は、条里制 ※ の区画区分が残るなか、農地が も大きな割

合を占めていますが、近年、著しく都市化が進んでおり、農地

が減少する一方、宅地や道路が増加している状況にあります。   

また、平坦で肥沃な地勢を活かし、農業振興地域 ※ の整備に関

する法律に基づく農用地区域 ※ を設定し、優良農地の確保を図る

とともに、都市計画法に基づく都市計画区域 ※ や市街化区域 ※ の

指定のもとに、宅地化の規制・誘導に努めてきました。しかし

ながら、市全体として点在的な開発が多くみられるほか、市街

化を促進すべき市街化区域内では、農地が多く残り、土地利用

の混在もみられる等、課題を抱えています。また、開発行為 ※

に対して制限の緩い地域があるなかで、東海環状自動車道の整

備等に起因する開発需要をどのようにコントロールしていくか、

という将来に向けた課題もあります。   

土地は、限られた資源であり、有効な活用を図ることが必要

です。このため、今後、計画的な土地利用を進めるために、本

市の土地利用に関する考え方やコントロールのあり方について、

市民や開発事業者、行政が共通認識できる仕組みを整備するこ

とが必要です。また、これにあわせて、都市計画制度等、まち

づくりを実現化するための方策について、市民の意向等を勘案

しながら検討し、実施していくことが求められます。  
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《基本方針》 
限 ら れ た 資 源 で あ る 土 地 を 有 効 か つ 高 度 に 活 用 し て い く た

め、長 期 的 な 視野 に立 っ た 各 種 土 地利 用計 画 の 策 定 を行う とと

もに 、こ れ を 実現 する た め の 土 地・建 物の ル ー ル づ くりや 都市

基盤 の 整 備 を 進め ます 。  

 

［施策の構成］ 

 

 

 

 

 

 

 
《施策の展開》 

①土地利用計画の推進 

土 地 は 限 ら れ た 資 源 で あ る と と も に 、 ま ち づ く り の も 基

本 的 な 要 素 で あ り 、 そ の 土 地 を 有 効 か つ 高 度 に 活 用 し た ま ち

づ く り を 進 め る た め に は 、 都 市 全 体 や 身 近 に あ る 環 境 を 将 来

ど の よ う に し て い き た い か 、 具 体 的 に 考 え て い く こ と が 必 要

です 。このため、長期的な視野に立ち、各地域の特徴も踏まえ

ながら、土地利用に関する各種計画の策定を進めます。  

＜計画的な土地利用＞ 
・・・土地利用計画の推進  
・・・秩序ある土地利用に向けたルールづくり 
・・・都市計画による都市整備の推進  
・・・土地・建物情報の活用  

 

［図 土地利用の推移］  
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②秩序ある土地利用に向けたルールづくり 

都市計画法、農業振興地域の整備に関する法律、森林法等と

の連携を図り、規制を含めた総合的な土地対策を進めます。   

このうち、都市計画法に基づく都市計画区域内については、

市街 化 区域 や各 用 途 地域 ※ の 見直 しを 検 討す ると と もに 、 地 区

計画 制 度 ※ 等 の適 用 を検 討し 、 土地 の 使 い方 や建 物 立地 の ル ー

ルづくりによる良好な市街地環境の形成を目指します。 

 また、開発行為等の制限が緩やかである都市計画区域外では、

大野町、神戸町での東海環状自動車道インターチェンジの設置

を見据え、準都市計画区域 ※ 等の開発行 為をコントロールする

手法について検討を行います。 

 

③都市計画による都市整備の推進 

長期的な視野に立ち、まちづくりをより効率的かつ慎重に進

めるため、国県道等の整備との整合を図りつつ、道路や公園等

の都市計画施設の指定、整備に努めます。  

また、各地域における都市基盤上の問題を改善する方策につ

いて随時調査を行うものとし、特に、土地区画整理事業等、市

民のまちづくり意識が高まっている地域については、説明会や

勉強会を通じ、事業化検討等の着手に努めます。 

 

④土地・建物情報の活用  
地 理 情 報 シ ス テ ム （ GIS※ ） を 活 か し 、 土 地 や 建 物の 利 用 実

態の把握と分析を行うとともに、市有地を含めた土地の適正・

有効利用や、都市計画マスタープラン等に基づく具体施策の展

開に向けて積極的な活用を図っていきます。  

 
《関連する部門別計画》 
瑞穂市都市計画マスタープラン 平成 20 年～37 年 

 
用語 解 説  

※ 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン …「 市 町 村 の 都 市 計 画 に 関 す る 基 本 的 な 方 針 」と し て 都 市 計 画 法 に 定 め ら れ て お り 、

都 市 づ く り の 方 向 性 を 示 す も の 。  
※ 条 里 制 … … … … 5 ペ ー ジ を 参 照  
※ 農 業 振 興 地 域 … 農 業 の 近 代 化 、 公 共 投 資 の 計 画 的 推 進 等 、 農 業 の 振 興 を 図 る こ と を 目 的 に 、「 農 業 振 興 地 域

整 備 法 」 で 定 め ら れ た 地 域 。  
※ 農 用 地 区 域 … … 今 後 概 ね 10 年 以 上 に わ た っ て 農 業 上 の 利 用 を 確 保 す べ き 土 地 と し て 、 農 業 振 興 地 域 内 に 設
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定 さ れ た 土 地 区 域 の こ と で 、市 町 村 が 策 定 す る 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 の 一 部 で あ る 農 用 地 利

用 計 画 に よ り 、 そ の 区 域 が 定 め ら れ て い る 。  
※ 都 市 計 画 区 域 … 22 ペ ー ジ を 参 照 。  
※ 市 街 化 区 域 … … 5 ペ ー ジ を 参 照 。  
※ 開 発 行 為 … … … 建 物 の 建 築 等 を 目 的 に 、 土 地 の 区 画 を 分 割 ・ 統 合 し た り 、 造 成 工 事 を し た り 、 農 地 か ら 宅 地

へ 地 目 を 変 更 す る な ど 、「 土 地 の 区 画 形 質 の 変 更 」 を す る こ と 。  
※ 用 途 地 域 … … … 都 市 計 画 法 に よ り 、都 市 の 環 境 保 全 や 利 便 の 増 進 の た め に 、地 域 に お け る 建 物 の 用 途 に 一 定

の 制 限 を 行 う 地 域 。 住 居 ・ 商 業 ・ 準 工 業 ・ 工 業 の 各 地 域 に 大 別 さ れ る 。  
※ 地 区 計 画 制 度 … 22 ペ ー ジ を 参 照 。  
※ 準 都 市 計 画 区 域 … 都 市 計 画 区 域 外 の 区 域 の う ち 、相 当 数 の 住 居 そ の 他 の 建 築 物 の 建 築 ま た は そ の 敷 地 の 造 成

が 現 に 行 わ れ 、ま た は 行 わ れ る と 見 込 ま れ る 一 定 の 区 域 で 、そ の ま ま 土 地 利 用 を 整 序 す る こ

と な く 放 置 す れ ば 、将 来 に お け る 都 市 と し て の 整 備 、開 発 及 び 保 全 に 支 障 が 生 じ る お そ れ が

あ る と 認 め ら れ る 区 域 で あ り 、 市 町 村 に よ っ て 指 定 さ れ る 。  
※ GIS… … … … … 地 理 情 報 シ ス テ ム 。 デ ジ タ ル 化 さ れ た 地 図 （ 地 形 ） デ ー タ と 、 統 計 デ ー タ や 位 置 の 持 つ 属 性

情 報 等 の 位 置 に 関 連 し た デ ー タ と を 統 合 的 に 扱 う 情 報 シ ス テ ム 。地 図 デ ー タ と 他 の デ ー タ を

相 互 に 関 連 づ け た デ ー タ ベ ー ス と 、そ れ ら の 情 報 の 検 索 や 解 析 、表 示 等 を 行 う ソ フ ト ウ ェ ア

か ら 構 成 さ れ る 。  
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２－２ 自然環境の保全・整備  
《前期の取り組みと成果》 
     河川を軸として、子どもたちが自然体験の場として活用でき

る安 全 な 水 辺 づ く り を 目 的 と し た 国 土 交 通 省 の 「 水辺 の 楽 校 ※

プロジェクト」による（仮称）犀川遊水地 ※ 公園の整備が進めら

れています。 

 

《現状と課題》 
 本市は、河川に恵まれたまちであり、長良川や揖斐川をはじ

め、16 本もの一級河川が流れていますが、これらの河川は地域

に潤いをもたらすとともに、本市の魅力を十分発信するための

貴重な資源となるものです。五六川親水公園や（仮称）犀川遊

水地公園等の地域の身近な自然空間を残しつつ、河川空間を活

かす取り組みを進めることが必要です。  

また、市域で大きな割合を占めている農地についても、食料

供給や基幹産業の安定といった面からの必要性だけでなく、近

年、環境保全等の多面的な役割が期待されており、優良農地の

確保や無秩序な転用を抑制していくことが必要です。  

その他にも、市内には岐阜県や滋賀県の一部にしか生息しな

いハ リ ヨ ※ を はじ め 、貴 重な 生 態系 が 確 認さ れて い ます 。 こ の

ため、野生動植物とともにその豊かな生息環境が失われぬよう、

市民の環境保全に対する意識の高揚を促すとともに、市民と行

政が一体となって、保全・育成に取り組むことが必要です。 

［図 河川の状況］  
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《基本方針》 
 環境教育を推進し、市民の環境保全に対する意識の高揚を促

すとともに、市民と行政が一体となった自然保護活動を進めま

す。また、潤いのある暮らしの実現に向け、市内を流れる河川

や 周 辺 環 境 を 活 か し た 自 然 と ふ れ あ え る 空 間 整 備 を 進 め て い

きます。 

 

［施策の構成］ 

 

 

 

 

 

 

 
《施策の展開》 

①親水空間の整備 

犀川をはじめとした市内を流れる様々な河川及びその周辺地

域は、身近に自然とふれあえる絶好の空間といえます。 

このため、「水辺の楽校プロジェクト」を今後も活用し、犀川

遊水地での取り組みを進めます。 

また、他の河川についても、市民との協力体制のもとで、生

態系の住みかを確保する多自然型の川づくりや、市民が美しい

川とふれあえる親水空間 ※ の整備を順次進めていきます。 

 

②野生動植物の保護・育成 

野生動植物については、環境調査により生息・生育分布状況

を把握し、自然生態系に配慮した公共事業への活用を図るとと

もに、適切な保護・育成対策を講じます。 

保護・育成の面では、天然記念物であるハリヨの生息環境を

積極的に保全する方策を検討するほか、漁業協同組合等との連

携による一級河川での漁場育成等に取り組みます。 

 

 

＜自然環境の保全・整備＞ 
・・・親水空間の整備  
・・・野生動植物の保護・育成  
・・・自然環境の保全  
・・・自然保護意識の高揚  
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③自然環境の保全 

市域で大きな割合を占めている農地については、環境保全等

の多面的な役割を維持・発揮させるため、農業振興方策等との

連携を図りながら、都市的土地利用への無秩序な転用や荒廃化

の抑制を図ります。  

河川については、機能管理に加えて水質監視体制を強化する

ほか、下水道整備の推進や浄化槽の普及、工場に対する排水規

制等により、河川の浄化に努めます。 

 

④自然保護意識の高揚 

 自然環境保護に対する意識の高揚を促し、市民の理解と協力

を求めるため、広報活動を強化します。  

また、「水辺の楽校プロジェクト」での取り組みにあわせて、

自然観察会等の環境教育プログラムを充実し、学校教育等にお

ける効果的な環境教育を推進します。 

 

用語 解 説  

※ 水 辺 の 楽 校 … … 子 ど も た ち の 水 辺 の 遊 び を 支 え る 地 域 連 携 体 制 の 構 築 や 、自 然 環 境 あ ふ れ る 安 全 な 水 辺 の 創

出 を 目 的 と し た 、 国 土 交 通 省 が 進 め る 河 川 整 備 制 度 。  
※ 遊 水 地 … … … … 8 ペ ー ジ を 参 照 。  
※ ハ リ ヨ … … … … ト ゲ ウ オ 科 の 淡 水 魚 で 、 岐 阜 県 西 南 濃 地 方 と 滋 賀 県 東 部 に し か い な い 。 近 年 、そ の 絶 滅 が 懸

念 さ れ 、 環 境 省 に よ っ て 絶 滅 危 惧 IA 類 に 選 定 さ れ て い る 。  
※ 親 水 空 間 … … … 8 ペ ー ジ を 参 照 。  
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２－３ 緑豊かで美しい空間づくり 
《前期の取り組みと成果》 

将来における緑の在り方、緑化目標、緑地等の配置及び整備

計画について、総合的かつ計画的な指針として公園・緑地等基

本計画を策定しました。 

市内の河川堤防に「水と緑の回廊づくり」事業として、 3 ヵ

年にわたり、ボランティアの協力を得て約 1200 本の桜を植樹

し、市民のみならず多くの人々が集える散策路を整備したほか、

河川 を 活か した プ ロ ムナ ード ※ 整 備と し て、 糸貫 川 と中 川 の 遊

歩道を整備しました。 

市内の良好な景観を守るための景観計画を策定するため、本

市は 景 観行 政団 体 ※ とな り、 今 後策 定 予 定の 景観 計 画の た め の

市民アンケートを実施しました。 

 

《現状と課題》 
公園・緑地は、憩いの場としてのみならず、都市防災や、コ

ミュ ニ ティ ※ の場 と して の観 点 等、 様 々 な側 面か ら 必要 と い え

ます。本市には、都市公園が 17 箇所ありますが、県平均に比

べて低い水準にあるほか、偏りのある配置状況となっています。

一方で、本市は今後も人口増加が予想されており、良好な居住

環境を形成するためにも、公園・緑地等基本計画をもとに、公

園・緑地を計画的に確保していくことが必要です。なお、本市

では、市街地に近接して田園や河川等の美しい自然環境があり、

これらを積極的に活かしながら、公園の特色化や、連続性のあ

る憩いの場づくりを進めることも求められます。  

緑化に関しては、公共施設や住宅周辺での緑化を奨励するな

ど、「花の都ぎふ運動」とも連動した取り組みを進めていますが、

今後も、市民と一体となった潤いのある居住環境づくりを進め

ることが必要です。  
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一方、質の高い居住環境を考えるうえでは、良好な景観を創

り出すことが重要な課題となっています。本市には、河川や田

園風景、中山道等の特徴的な景観要素が豊富にあり、市民のま

ちへの愛着心を育むためにも、景観計画を作成し、良好な景観

を創造していくことが求められます。  

 
《基本方針》 

豊かな自然を活かしながら、特色ある憩いの場づくりを進め

ていきます。また、市民が主体となった美化・緑化活動とあわ

せて、景観資源の保全等に関する取り組みを進め、花と緑があ

ふれる良好な街並みの形成に努めます。 

 

 ［施策の構成］ 

 

 

 

 

 

 

 

《施策の展開》 
①特色ある公園の整備  

公園の整備が遅れている地区において、身近な憩いの場とな

り、地域が管理する都市公園の整備を進めるとともに、巣南庁

＜緑豊かで美しい空間づくり＞ 
・・・特色ある公園の整備  
・・・緑化の推進  
・・・水と緑のネットワーク形成  
・・・良好な街並みの保全・創造  

［表 都市公園の状況（平成 23 年）］  
公園名  面積 (m2) 公園名  面積 (m2) 

前畑公園  2,053 南流公園  10,087 
上光公園  2,670 糸貫川河川公園  10,592 
馬場公園  12,077 せせらぎ公園  8,361 
滝坪公園  2,450 十九条公園  2,586 
高道公園  2,483 柳一色公園  2,471 
真菰池公園  2,059 牛牧団地公園  2,829 
彦内公園  2,945 祖父江公園  1,865 
天待公園  2,574 小簾紅園  3,312 

穂南公園  1,998  
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舎周辺では多目的広場の整備等を図ります。   

また、市民にとっての身近な広場や公園については、河川の

活用を基本としながら、耕作放棄地の活用、道路事業等の都市

基盤整備との連携等、多様な手法での検討を行い、計画的に整

備を進めます。この際、設置から管理まで市民参加できるよう、

市民の意向も聴取していきます。 

 
②緑化の推進  

緑陰・木陰等の必要性を考慮し、公共施設の緑化を進めると

ともに、幹線道路における街路樹の整備を図るなど、緑あふれ

る公共空間づくりに努めます。  

また、広報紙等により、市民の緑化に対する意識の高揚を促

すとともに、「緑の募金交付金事業」の継続等、市民が緑化活動

に参加しやすい体制を構築し、その主体的な取り組みを促進し

ます。 

 

③水と緑のネットワーク形成  
河川を軸とした安全で広がりのある交流空間の形成を目指し、

河川や公園、公共施設等を相互に結びつける横断方向の道路の

整備について調査・検討を行うなど、本市の特徴を活かした水

と緑のネットワークづくりを進めます。  

 
④良好な街並みの保全・創造  

美しい田園風景と調和した街並みや中山道、小簾紅園等の歴

史を感じさせる風景等、本市の特徴をあらわす景観を保全し、

地域振興に活かすため、景観計画の策定や行為制限等の街並み

のルールづくりを検討します。  

また、多くの市民、来訪者が利用する公共空間については、

地域が主体となった取り組みとあわせ、統一的かつ周辺環境と

調和した景観整備を進めます。 
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《関連する部門別計画》 
瑞穂市公園・緑地等基本計画 平成 17 年～37 年  

 

用語 解 説  

※ プ ロ ム ナ ー ド … 散 歩 。 散 歩 道 。 遊 歩 道 。  
※ 景 観 行 政 団 体 … 都 道 府 県 、 指 定 都 市 等 、 ま た は 都 道 府 県 知 事 と 協 議 し て 景 観 行 政 を 実 施 す る 市 町 村 の こ と 。

景 観 行 政 団 体 は 、 景 観 計 画 の 策 定 ・ 変 更 と 景 観 計 画 に 基 づ く 行 為 の 規 制 な ど を 行 う 。  
※ コ ミ ュ ニ テ ィ … 人 々 が 共 同 体 意 識 を 持 っ て 共 同 生 活 を 営 む 一 定 の 地 域 、 及 び そ の 人 々 の 集 団 。地 域 社 会 。 共

同 体 。  
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第２節 自然豊かな環境づくり 施策一覧  
 

 

用語 解 説  

※ 水 辺 の 楽 校 … … 57 ペ ー ジ を 参 照 。  
※ ビ オ ト ー プ … … 生 物 群 集 が 存 在 で き る 環 境 条 件 を 備 え る 地 域 。 生 物 群 の 生 息 場 所 。  
※ プ ロ ム ナ ー ド … 61 ペ ー ジ を 参 照 。  

 

主要事 業  事業内 容  
＜主導 課＞  

関連課  

河川環 境整 備事 業  
犀川周 辺整 備、 水辺 の 楽校 ※  
その他 親水 公園 ・ビ オ トープ ※ の整 備  

＜都市 開発 課＞

公園整 備事 業  多目的 広場 の整 備  
＜都市 開発 課＞

生涯学 習課  

都市緑 化推 進事 業  
地域主 体の 緑化 活動 の 支援  

＜都市 開発 課＞

都市管 理課  
商工農 政課  

公共施 設及 び道 路の 緑 化整備  ＜都市 開発 課＞

水 と 緑 の ネ ッ ト ワ ー ク 整

備事業  
プロム ナー ド ※ 整 備  ＜都市 開発 課＞
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第３節 誰もが助け合う地域コミュニティ 

３－１ 地域コミュニティの形成  
《前期の取り組みと成果》  

地域における自主防災組織の必要性、重要性を啓発し、その

組織化を推進するとともに、校区単位の自治会連合会組織のあ

り方について調査研究を始めました。 

市内すべての保育所において、「地域活動事業」として地域の

老人会の方々と季節の行事等を通じて交流活動を実施しました。 

     

《現状と課題》 
住 民 の 生 活 圏の 広 域化 や 都 市 化 に伴 い 、地 域 社 会に おい て 、

連帯感の希薄化、コミュニティ ※ の崩壊 といったことが問題視

されるようになってきています。本市においても、集落や地区

ごとに自治会が組織され、それぞれで自主的なコミュニティ活

動が展開されていますが、近年、自治会に加入していない世帯

が増えており、コミ ュニティへ の 参 加 意 識 の 低 下 が伺 え ま す 。  

しかしながら、平成 23 年 3 月に発生した東日本大震災を契

機として、地域の繋がり、特に、コミュニティの重要性が再認

識されました。コミュニティは、住民同士の交流に加えて、福

祉や防災等の基盤体制を成すものとして非常に重要であり、市

民に対して、互いに関わり、助け合う意識の高揚とともに、コ

ミュニティ活動への積極的な参加を促すことが必要です。また、

個別の活動の充実とともに、異なるコミュニティ間の交流を促

し、全市的な市民の連携を強めていくことも重要と考えられま

す。  

なお、本市には、コミュニティ活動の拠点として、コミュニ

ティセンター3 箇所のほか、地区の公民館（集会所）が数多く

設置されていますが、より多くの市民の交流を促すため、一層

の充実と活用が求められます。 

 

《基本方針》 
コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 の 意 義 や 必 要 性 の 普 及 啓 発 を 図 る と と も

に、活動のリーダー・組織づくりや活動の拠点づくり等を進め、
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地域の連帯感の醸成に努めます。  

 

［施策の構成］ 

 

 

 

 

 

《施策の展開》 
①コミュニティ活動の支援 

自治会活動や校区活動、ボランティア等に対する支援を充実

するとともに、各種団体の連携・協力を促し、全市的な活動へ

の展開に努めます。 

また、研修会の開催等によりコミュニティリーダーを発掘・

養成するとともに、より実践的なまちづくり活動を展開する新

たなボランティアグループの組織化を支援するなど、活力ある

地域社会を支える地域の人づくり、組織づくりに努めます。 

 

②コミュニティ意識の啓発 

広報紙やホームページをはじめとした様々な媒体、機会を通

じてコミュニティ活動の意義や必要性の普及啓発に努めます。  

あわせて、コミュニティ活動の原点としての自治会への加入

を促進し、自治会活動の活性化を図るとともに、子育て支援の

展開等、地域コミュニティを活かしたまちづくりを進めます。  

 

③コミュニティ施設の充実  
身近なコミュニティ活動の拠点として、地区の公民館（集会

所）や広場等の充実を図ります。  

なお、既存の施設については、自主管理を基本に弾力的な運

用に努めるものとし、学校等の様々な公共施設についても、地

域に開放し、有効活用を促します。  

 

用語 解 説  

※ コ ミ ュ ニ テ ィ … 61 ペ ー ジ を 参 照 。  

＜地域コミュニティの形成＞ 
・・・コミュニティ活動の支援  
・・・コミュニティ意識の啓発  
・・・コミュニティ施設の充実  

-64-



第３節 誰もが助け合う地域コミュニティ 施策一覧  

 

主要事 業  事業内 容  
＜主導 課＞  

関連課  

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ ※ ネ ッ

トワー ク事 業  
ボ ラ ン テ ィ ア や 支 え あ い の 地 域 ネ

ットワ ーク づく り 等  

＜総務 課＞  
生涯学 習課  
学校教 育課  
福祉生 活課  

地域の 人材 育成 支援 事 業 地域活 動の リー ダー 育 成  
＜生涯 学習 課＞  

総務課  

地域活 動活 性化 事業  
コミュ ニテ ィ活 動支 援  
NPO※ 活動 との 協賛  

＜総務 課＞  
生涯学 習課  

 

用語 解 説  

※ コ ミ ュ ニ テ ィ … 61 ペ ー ジ を 参 照 。  
※ NP O… … … … … エ ヌ ・ ピ ー ・ オ ー 。Non-Pr of i t -Organizat ion(民 間 非 営 利 組 織 )の 略 称 。法 人 格 を 持 っ た 、公

共 サ ー ビ ス を し て い る 民 間 非 営 利 組 織 の こ と 。 医 療 ・ 福 祉 、 環 境 保 全 、 災 害 復 興 、 地 域 お こ

し 等 の 様 々 な 分 野 で 活 動 す る 団 体 が 含 ま れ る 。  
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